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全体概要 

平成28年度食文化発信による海外需要フロンティア開拓加速化事業のうち 
日本食・食文化普及の人材育成事業（日本食・食文化の功労者等の表彰）に係る委託事業 
 
農林水産物等輸出促進全国協議会総会（JAECAP2016） 
日本食海外普及功労者表彰 
 
農林水産省食料産業局輸出促進課 
 
平成28年11月25日（金）16:00～17:30  ※開場：15:00 
 
安倍 晋三 （内閣総理大臣） 
山本 有二 （農林水産大臣） 
茂木 友三郎 （農林水産物等輸出促進全国協議会会長）  
井上 宏司 （農林水産省 食料産業局長） 
丸山 雅章 （農林水産省 食料産業局審議官） 
 
相原 由美子 （食文化ジャーナリスト ） 
曽 波 （上海大菱食品有限公司 総経理・上海長申魚市貿易有限公司 総経理） 
 （中国飯店協会日本料理専業委員会 執行副理事長） 
 （上海中華料理超越美食精英会 名誉会長）  
ダリヤ カワスミオヴァー（日本食レストラン「雅」 オーナーシェフ） 
舟山 精二郎 （日本食品輸入･卸売･小売企業「Jun Pacific Corporation Pty Ltd」相談役） 
林 定三 （鼎三國際企業有限公司 会長） 
 
熊倉 功夫 （MIHO MUSEUM 館長） 
佐竹 力総 （株式会社美濃吉 代表取締役社長） 
服部 幸應 （学校法人 服部学園 服部栄養専門学校 理事長・校長） 
村松 真貴子 （アナウンサー、エッセイスト） 
 
招待制 
 
152名   
※農林水産物等輸出促進全国協議会の関係者、受賞者等 
 
29社・51名  

■事業名称 
 
 
■催事名 
 
 
■主催 
 
■日程 
 
■登壇関係者 
 
 
 
 
 
■受賞者 
 
 
 
 
 
 
 
■選考委員 
 
 
 
 
■参加方法 
 
■参加者数 
 
 
■報道関係者 
 

意見交換会 
 〇日時 ：平成28年11月25日（金） 17:30～19:00  ※開場：17:30 
 〇会場 ：1F 中宴会場 桐（西・東）※総会・表彰式開始（16:00）迄は控室利用のため、開始後転換作業を実施 
 〇参加者：約40名  
      ※茂木会長、受賞者、選考委員、農林水産省関係者 等 

ザ・キャピトルホテル東急 
総会 ：1F 大宴会場「鳳凰」 
意見交換会 ：1F 中宴会場 桐（西・東） 

■会場 
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式次第 

                           

農林水産物等輸出促進全国協議会総会（JAECAP(ジェイキャップ)2016）

議事次第 
  
  

                 日時：平成28年11月25日(金)16:00～17:30 

           場所：ザ・キャピトルホテル東急 1F「鳳凰」 

 

１．開会  
   
２．茂木全国協議会会長挨拶  
   
３．山本農林水産大臣挨拶  
   
４．日本食海外普及功労者の表彰  
   
５．日本食海外普及功労者による講話  
   
６．安倍内閣総理大臣挨拶及び記念撮影 
  
７．過去の功労者表彰受賞者の現況紹介  
   
８．輸出戦略実行委員会についての報告  
  （輸出戦略の実行状況）  
   
９．閉会  
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区分 団体名/会者名/役職/肩書き 氏名 顔写真 

登壇関係者 

内閣総理大臣 安倍 晋三 
あべ しんぞう 

農林水産大臣 山本 有二 
やまもと ゆうじ 

キッコーマン株式会社 取締役名誉会長 
農林水産物等輸出促進全国協議会会長 

茂木 友三郎 
もぎ ゆうざぶろう 

農林水産省 食料産業局長 井上 宏司 
いのうえ こうじ 

農林水産省 食料産業局審議官 丸山 雅章 
まるやま まさあき 

受賞者 

食文化ジャーナリスト 相原 由美子 
あいはら ゆみこ 

上海大菱食品有限公司 総経理  
上海長申魚市貿易有限公司 総経理 
中国飯店協会日本料理専業委員会 執行副理事長 
上海中華料理超越美食精英会 名誉会長 

曽 波 
そ は 

日本食レストラン「雅」 オーナーシェフ ダリヤ  
カワスミオヴァー 

日本食品輸入・卸売・小売企業 
「Jun Pacific Corporation Pty Ltd」相談役 

舟山 精二郎 
ふなやま せいじろう 

鼎三國際企業有限公司 会長 林 定三  
りん でぃんさん 

選考委員 

MIHO MUSEUM 館長 熊倉 功夫 
くまくら いさお 

株式会社美濃吉 代表取締役社長 佐竹 力総 
さたけ りきふさ 

学校法人 服部学園 服部栄養専門学校 理事長・校長 服部 幸應 
はっとり ゆきお 

アナウンサー、エッセイスト  村松 真貴子 
むらまつ まきこ 

7 

関係者リスト 
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受賞者情報 
氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き 

相原 由美子 
あいはら ゆみこ 63 フランス 

パリ 食文化ジャーナリスト 

業績の内容 

○ フランスでの日本食文化の紹介 
・フランスにおいて、日本食、素材、文化を時代のニーズに合わせて紹介し、日本食文化の普及に貢
献。 
・日本食に関する実演デモのオーガナイズ、試食説明会、講演等を多数実施。 
・フランス人シェフに対しても日本料理の特徴や技法について説明する講演などを行う。 

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き 

曽 波 
そ は 46 中国 

上海 

上海大菱食品有限公司 総経理  
上海長申魚市貿易有限公司 総経理 
中国飯店協会日本料理専業委員会 執行副理事長 
上海中華料理超越美食精英会 名誉会長 

業績の内容 

○ 中国における日本産水産物を中心とした日本食の普及・拡大 
・中国のバイヤー、料理人を日本に連れて、水産物を通して日本料理を普及。 
・東日本大震災により日本産水産物の輸入が全面停止になった際、水産物の輸入再開に尽力。 
・中国における日本産鮮魚販売の開拓者であり、日本産水産物を中心とした日本食の普及・拡大に大
いに貢献。 

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き 

ダリヤ カワスミオヴァー 61 チェコ 日本食レストラン「雅」 オーナーシェフ 

業績の内容 

○ チェコ人によるチェコ人への正しい日本食文化の啓発 
・日本大使館と共催し、正しい日本食文化・作法をチェコ語でチェコ人に普及するセミナーや数々の
日本食・茶道に関するイベントを実施。 
・チェコ国内において、日本食レストラン「雅」でオーナーシェフを勤める。 
・日本食普及を通じて、日チェコ友好関係の構築にも多大に貢献。 

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き 

舟山 精二郎 
ふなやま せいじろう 85 オーストラリア 

シドニー  
日本食品輸入・卸売・小売企業 
「Jun Pacific Corporation Pty Ltd」相談役 

業績の内容 
○ 豪州における日本食品普及の功労者 
・1976年に豪州シドニーに日本食品小売店「東京マート」を創業。 
・全豪で日本食品の輸入・卸売・小売を手がけ、和食の普及に貢献。 
・故郷の福島県の復興を支援するため、同県産食品の販売促進に注力。 

氏名 年齢 主な活動国・地域 団体名/会社名/役職/肩書き 

林 定三  
りん でぃんさん 66 台湾  

宜蘭県 鼎三國際企業有限公司 会長 

業績の内容 
○ 台湾における日本産農林水産物・食品の普及 
・台北市、高雄市、台中市、台南市等の微風広場、そごう、三越、シティースーパー等の高級スー
パーに日本産米の流通を手掛ける。 
・日本の地方公共団体と連携しながら、年間を通じ台湾各地での地方物産展等を積極的に開催。 
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受賞者プロフィール 

 出版社で料理書の編集に携わった後、ジャーナリスト奨学金を得て渡仏。パ

リ大学で料理文化を学ぶ。 

 2005年からパリ日本文化会館、大使館や領事館、仏国立調理師学校、大学等

で日本料理、食材、食文化について講演やレクチャーデモを行っている。 

 また、フランスのプロ向けに対しては、３つ星シェフを始め、多くのシェフ

に対して、日本料理の特徴や技法を紹介し、伝統を保持しながらも進化し続け

る、和食という文化遺産を分かりやすく説明するとともに、日本に招へいし、

和食文化を実際に見、体験できるようサポートしている。 

 こうした日本食に関する実演デモのオーガナイズ、試食説明会、講演等を多

数行っている。 

 さらに、パリ国際食品見本市(SIAL)、リヨン国際食品見本市（SIHRA)等の世

界的見本市のJETROパビリオンの料理コーディネーターを務め、特に2011年以

降、米や酒、和牛、地方の産物や伝統食品の紹介、プロモーションを精力的に

行っている。 

 これらの活動により、海藻や豆乳、出汁やうまみなど、日本固有の食文化が

フランスのシェフたちの中に浸透し、日本料理のイメージアップに貢献してい

る。 

＜相原 由美子（あいはら ゆみこ）＞ 
 
 国、地域：フランス パリ 
 年  齢：63歳 
 現  職：食文化ジャーナリスト 

○ フランスでの日本食文化の紹介 
・フランスにおいて、日本食、素材、文化を時代のニーズに合わせて紹介し、 
 日本食文化の普及に貢献。 
・日本食に関する実演デモのオーガナイズ、試食説明会、講演等を多数実施。 
・フランス人シェフに対しても日本料理の特徴や技法について説明する講演 
 などを行う。 
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受賞者プロフィール 

After having worked for a publisher in Tokyo as an editor of cooking books, she 
studied culinary sociology at the University of Paris 7 under a journalism scholarship.  
  Since 2005, she has given lectures and demonstrations on Japanese cuisine, food 
ingredients, and culture at the Japanese Culture House of Paris, embassies, consulates, 
the French National Culinary School, and universities.  
  Moreover, she has introduced Japanese cuisine and cooking techniques to French 
chefs, including chefs at three-star restaurants, as an art that has maintained its tradition 
as a cultural heritage while welcoming innovation. She also invites chefs to Japan to let 
them see and experience Japanese dietary culture.  
  She has organized and given many demonstrations, tastings, and lectures about such 
Japanese cuisine.   

  Furthermore, during important festivals, such as SIAL and SIHRA, she heads the 
JETRO pavilion and has been working vigorously to promote quality Japanese food 
products including rice, sake, beef, local specialties, and traditional food since 2011. 
    Through these activities, she contributes to the popularization and appeal of Japanese 
foods such as seaweed, soy milk, Japanese soup stock, umami and dietary culture 
among French chefs. 

Yumiko Aihara 
 
 Country/Region: France (Paris) 
 Age: 63 
 Current Position: Culinary journalist 

○ Introduction of Japanese cuisine culture in France 
・Spreading Japanese cuisine culture in France through introduction of Japanese foods, 
ingredients and culture attuned to present-day demand 
・Has organized and given many Japanese cuisine demonstrations, tastings, and 
lectures 
・Holds presentations for French chefs and others, explaining the features of Japanese 
cuisine and techniques involved  
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受賞者プロフィール 

＜曽 波（そ は）＞ 
 
 国、地域：中国 上海 
 年  齢：46歳 
 現  職：上海大菱食品有限公司 総経理  
           上海長申魚市貿易有限公司 総経理 
          中国飯店協会日本料理専業委員会  
           執行副理事長 
          上海中華料理超越美食精英会 名誉会長 

 日本留学中に日本の水産物に関する知識を深め、上海で日本の水産物を広め

るべく、2001年に長崎から冷凍水産物の輸入を開始した。以降、日本の鮮魚及

び水産加工品の輸入業を通じ、10年以上に渡って、本物の日本の食文化の魅力

を発信し続けている。2016年6月の時点で、総量1145トンの長崎産および北海

道産の鮮魚が、600店を超える中国の和食レストランに届けられている。 

 また、中国人シェフ、飲食店経営者、店長らによる日本の現地視察及び交流

事業を主催し、鮮魚を活用した日本料理の美味しさを普及させている。日本の

水産物の魅力のよき理解者である同氏の活動は、中国における日本食の普及に

貢献してきた。  

 2011年に発生した東日本大震災の影響で、中国が日本からの食品輸入を全面

停止した際も、同氏は日中関係者と共にCIQと交渉するなど、関係各所との入

念な調整の上、水産物が先行する形で中国への輸入が再開されており、日本産

食品等の輸入再開の功労者の一人といえる活躍をした。 

 現在では、中国国内の日本産鮮魚の90％を扱っており、中国における日本産

鮮魚販売の開拓者であり、日本産水産物を中心とした日本食の普及・拡大に大

いに貢献している。 

○ 中国における日本産水産物を中心とした日本食の普及・拡大 
・中国のバイヤー、料理人を日本に連れて、水産物を通して日本料理を普及。 
・東日本大震災により日本産水産物の輸入が全面停止になった際、水産物の 
 輸入再開に尽力。 
・中国における日本産鮮魚販売の開拓者であり、日本産水産物を中心とした 
 日本食の普及・拡大に大いに貢献。 
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受賞者プロフィール 

Zeng Bo 
 
 Country/Region: China (Shanghai) 
 Age: 46 
 Current Position:  
     CEO of Shanghai Daling Food Co.,Ltd 
  CEO of Shanghai Nagashin-uoyichi Co.,Ltd 
  Vice Director of  Japanese Cuisine Committee  
        Of China Hotel Association 
  Honorary President of ECMA  
        (Eite Catering Management Association) 

 While he was studying in Japan, he deepened his knowledge of marine products. He 
started an import business of frozen Japanese marine products from Nagasaki to 
Shanghai. Since then, Mr. Zeng continued his efforts to promote true Japanese dietary 
culture through the introduction of fresh fish and processed aquatic products from 
Japan for over 10 years. As of June 2016, total 1,145 tons of fresh Japanese fish from 
Nagasaki and Hokkaido were introduced to over 600 Japanese restaurants in China. 

Mr. Zeng also actively organizes on-site visits and interaction events for Chinese 
chefs, restaurant owners and managers to introduce tasty Japanese cuisine highlighting 
fresh fish. His enthusiasm about the beauty and deliciousness of marine products from 
Japan greatly enhanced the popularity of  Japanese food in China.   

 In 2011, after the Japanese earthquake, China stopped all import of Japanese food. 
Mr. Zeng worked diligently to coordinate with related departments, and successfully 
made the first breakthrough to reopening the door of importation of Japanese marine 
products ahead of other food.  

Currently he handles 90% of fresh Japanese fish in the Chinese market as a pioneer 
of sales in China, and his contribution to the popularization of the Japanese food import 
is admirable.  
 

○ Popularization and expansion in China of Japanese cuisine centered 
on Japanese aquatic products 
・Popularized Japanese cuisine with an emphasis on marine products among Chinese 
buyers and chefs 
・Worked to restart the import of marine products from Japan when imports were 
completely suspended after the Great East Japan Earthquake.  
・ Effectively pioneered sale of fresh Japanese fish in China, and contributed greatly to 
the popularization and growth of Japanese foods centered on Japanese aquatic products 
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受賞者プロフィール 

＜ダリヤ カワスミオヴァー＞ 
  
 国、地域：チェコ 
 年  齢：61歳 
 現  職：日本食レストラン「雅」オーナーシェフ 

○ チェコ人によるチェコ人への正しい日本食文化の啓発 
・日本大使館と共催し、正しい日本食文化・作法をチェコ語でチェコ人に普及 
 するセミナーや数々の日本食・茶道に関するイベントを実施。 
・チェコ国内において、日本食レストラン「雅」でオーナーシェフを勤める。 
・日本食普及を通じて、日チェコ友好関係の構築にも多大に貢献。 

  国際基督教大学在籍中に茶道と出会う。その後10年に渡って、日本で茶事及び懐石料理

を学び、1992年チェコに帰国。以降、長年に渡って100回を超える茶事、茶道のデモンスト

レーションを開催。 

 1995年、チェコで最初の本格的な日本建築を紹介したレストラン「雅」をオープン。長年

に渡り店内では、アートイベント、講演会、ワークショップ、コンサート、パフォーマンス

といった様々な文化イベントを、年に20回以上開催し、「おもてなしは芸術である」という

考えに基づき、茶事及び食に関するイベントを通して日本食文化の普及活動を行う。また、

蒟蒻、ごぼう、ひじき等のチェコではあまり馴染みのない食材を紹介しつつ、料理を通して

「感謝」の精神を表現しつづけてきた。 

 現在はチェコ日本協会の副会長として、レストラン「雅」を拠点に文化交流事業を展開。

過去20年間におけるチェコの食文化の向上に多大なる貢献をもたらしたことが認められ、国

内では最も影響力のあるレストランを紹介した本「Prazska kucharka」に「Miyabi」が掲載

される。  

 継続的にチェコの人々に日本の素晴らしさを伝えていく為に、チェコ人の和食シェフの育

成に力を注いでおり、チェコ人の和食シェフのために日本やアメリカの和食レストランでの

修行サポートや、日本から料理人をチェコに招き、講演や指導を行う機会を設けるなど日本

食普及活動に貢献している。 
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受賞者プロフィール 

 While being a student at ICU, she was introduced to the Tea Ceremony and then for ten 
years, she learned Ochaji and Kaiseki art. In 1992, she returned to Czech, and since then has 
organized more than hundred private ochajis and public Tea Ceremony demonstrations.  

In 1995, she opened Miyabi restaurant which offered the first public space featuring 
authentic Japanese architecture in Czech. Over the years, the restaurant hosted cultural events 
like art shows, lectures, workshops, concerts and even performances, more than twenty per 
year. In every Ochaji and gastronomy event she presented the idea that “hospitality is art”. She 
emphasized the spirit and attitude of “Kansha” by working with ingredients, and introduced 
materials which were not well known in Czech like Konnyaku food, Burdock(Gobou), Edible 
brown algae(Hijiki) and others. As the present Vice President of the Czech-Japanese 
Association she uses Miyabi as a platform for activities of cultural exchange. Her work has 
been recognized as a great contribution to the rise of the Czech gastronomy in the past 20 years, 
and Miyabi was included among the most influential gastro businesses in a prestige book 
“Prazska kucharka”.  
 Her vision has been and is now to bring the best from Japan while working mainly with the 
Czech people. Miyabi brought up the first generation of chefs specializing in Japanese cuisine. 
She arranges apprentice positions for her chefs in Washoku restaurants in Japan and in the 
USA. She frequently invites professionals to visit Czech, to give public lectures and to teach. 

Darja Kawasumiová 
 
  Country/Region: Czech(Prague)  
  Age: 61 
  Current Position: Owner Chef of  Miyabi 

○A Czech citizen raising awareness of authentic Japanese cuisine 
culture in the Czech Republic 
・In co-sponsorship with the Embassy of Japan, presents seminars to promote authentic 
Japanese cuisine culture and techniques, in addition to diverse other events relating to 
Japanese cuisine and Tea Ceremony, in the Czech language for Czech people 
・Proprietor and chef of Miyabi, a Japanese restaurant in the Czech Republic 
・Through popularization of Japanese cuisine, has contributed greatly to building 
friendly relations between Japan and the Czech Republic 
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受賞者プロフィール 

  ほとんどの豪州人が日本食を知らなかった時代から40年間にわたり、豪州に

おける日本食品販売の先駆者として和食の普及に貢献してきた。日系商社の駐

在員を経て、1976年にシドニー北部郊外ノースブリッジに日本食品小売店「東

京マート」を開店。1990年に食品商社「ジュンパシフィック」を創業し、輸入

から卸売、小売に至る日本食品のサプライチェーンを築き上げた。 

 現在、シドニー本社のほか主要都市4カ所に支社および小売店5店舗を展開。

社員約300人を雇用している。 

 小売店経営の中で得られた日本食に対する正確な知識と本人の熱意を背景

に、厳しい食品輸入規制を採る豪州の検疫当局と時にはタフな交渉に臨み、安

全・安心な日本食品の普及に注力してきた。以前、突然通関が差し止められた

日本産海苔の輸入許可を勝ち取り、「舟山がいなければ、現在の寿司ブームは

なかった」と日本食業界で語り継がれているほどである。 

 また、豪州政府による豪州社会に貢献した移民経営者の功績を讃える「エス

ニック・ビジネスアワード」において、2011年及び2013年（25周年記念回）に

入賞し、豪州においてもその実績は高く評価されている。 

 東日本大震災後は、故郷の福島県を支援するため、同県産の食品や日本酒の

販売促進に力を注いでいる。 

＜舟山 精二郎（ふなやま せいじろう）＞ 
 
 国、地域：オーストラリア、シドニー  
 年  齢：85歳 
 現  職：日本食品輸入・卸売・小売企業 
          「Jun Pacific Corporation Pty Ltd」 
           相談役 
 

○ 豪州における日本食品普及の功労者 
・1976年に豪州シドニーに日本食品小売店「東京マート」を創業。 
・全豪で日本食品の輸入・卸売・小売を手がけ、和食の普及に貢献。 
・故郷の福島県の復興を支援するため、同県産食品の販売促進に注力。 
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受賞者プロフィール 

Seijiro Funayama has contributed to increasing the popularity of Japanese cuisine as a 
pioneer in Japanese food sales in Australia for over 40 years, from a time when few 
Australians knew about Japanese food. After early Australian experiences representing a 
Japanese trading company, he opened Tokyo Mart, a Japanese food retail store, in Northbridge, 
located in the northern part of Sydney in 1976. He founded Jun Pacific, a food trading 
company, in 1990, and established a Japanese food supply chain that covers the import, 
wholesale and retail of Japanese food. Currently, Jun Pacific has its headquarters in Sydney, 
with branch offices and five retail stores in four major cities in Australia. It has about 300 
employees.  
 

With enthusiasm and knowledge accumulated through his experience in the Japanese food 
retail business, Seijiro Funayama has dealt with tough negotiations with the Australian 
quarantine authority, which has severe food import regulations, and exerted effort to increase 
the popularity of safe and trusted Japanese food. He acquired an import permit for Japanese 
seaweed, for which clearance had once been suspended by Customs. His story has been told 
throughout the Japanese food industry: "Without Funayama, we would never have seen this 
Japanese sushi boom." 

In addition, his presence and contributions have been recognized with the Australian 
government’s Ethnic Business Award in 2011 and 2013 (the 25th anniversary), which  
highlights individuals who come to Australia and contribute greatly to the country’s business 
and social landscape.  

After the Great East Japan Earthquake, he has supported the sales of food and Sake 
produced in his hometown, Fukushima.  

 Seijiro Funayama 
 
 Country/Region: Australia (Sydney) 
 Age: 85 
 Current Position:  
 Jun Pacific Corporation Pty. Ltd., Corporate Adviser  

○ Increasing the popularity of Japanese food in Australia  
・Founded a Japanese food retail store TOKYO MART in Sydney, Australia  in 1976. 
・Increased the popularity of Japanese cuisine through the import, wholesale, and  
 retail of Japanese food throughout Australia. 
・Exerted effort to promote his hometown, Fukushima, Japan, to support its recovery    
 from disaster. 
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受賞者プロフィール 

  1950年台湾宜蘭県に生まれる。71年淡水工商管理専科学校（現在の真理大

学）卒業し、兵役に就く。日本の九州産業大や米ユタ州立大で留学生活を送っ

た後、ネバダ州の牧草農場で２年間働く。85年米国でライメックス社を設立

し、飼料や食品の貿易業務に乗リ出す。 

 2005年から台湾向けに日本米及び果実や加工食品等の輸入を開始した。各自

治体と協力し、物産展等を積極的に開催している。 

 日本国内の多数の銘柄米を台湾で売るために、銘柄ごとに食べ方を含めたレ

シピを提案するといったプロモーション活動も展開し、台湾で流通する日本産

米の７割以上をライメックスグループが輸入している。台湾ではライスキング

とも呼ばれている。 

 2009年米・食味鑑定士、2014年三ツ星お米マイスターとごはんソムリエの資

格を取得した。 

 現在、「やまがた特命観光、つや姫大使」、「食材王国みやぎ大使」、「や

まなし大使」、「島根県雲南市PR大使」にも就任し、東北を中心に精力的に活

動を行っている。 

＜林 定三（りん でぃんさん）＞ 
 
 国、地域：台湾 宜蘭県 
 年  齢：66歳 
 現  職：鼎三國際企業有限公司会長 
 

○ 台湾における日本産農林水産物・食品の普及 
・台北市、高雄市、台中市、台南市等の微風広場、そごう、三越、シティー
スーパー等の高級スーパーに日本産米の流通を手掛ける。 
・日本の地方公共団体と連携しながら、年間を通じ台湾各地での地方物産展等 
 を積極的に開催。 
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受賞者プロフィール 

David Dingsan Lin was born in 1950 in Yilan, a small city on the northeast coast of Taiwan. 
He graduated from the Tamsui Institute of Industrial & Business Administration (now known 
as Alethia University) in 1971. After graduation, he served in the Taiwanese military. He 
traveled abroad to study at Kyushu Sangyo University in Japan, and Utah State University in 
the United States. Then he worked on a hay farm in Nevada, United States, for two years. 
Founded Limex, Inc. in 1985, a company specializing in feed and food trade in the United 
States.  

He started import of Japanese rice, fruits, and processed food to Taiwan in 2005. In 
coordination with local governments throughout Japan, organizes Japanese food fairs at 
department stores, offering both sampling and sales to consumers.  

He is also engaged in promotional activities for a wide variety of Japanese brand rice in 
Taiwan. These activities include providing recipes for each rice brand. More than 70% of 
Japanese rice sold in Taiwan is imported by the Limex Group. This is why he is called the Rice 
King of Taiwan.  

He was certified as a rice taste appraiser in 2009, and received Three-Star Rice Meister 
certification and rice cooking sommelier certification in 2014.  

Currently he is working actively in Tohoku Region serving as the Yamagata Prefecture 
tourism and Tsuyahime rice ambassador, Food Kingdom Miyagi Ambassador, Yamanashi 
Prefecture ambassador, and Shimane Prefecture’s PR ambassador for Unnan City.  

David Dingsan Lin 
 
 Country/Region: Taiwan (Yilan) 
 Age: 66 
 Current Position:  
    Chairman of Deysan International Co., Ltd.  

○ Promotion of Japanese agricultural, forestry, aquatic and food 
products in Taiwan 
・ Involved in the distribution of Japan-grown rice at department store supermarkets, 
including Sogo, Mitsukoshi, City Super, and Breeze Center, in Taipei, Kaohsiung, 
Taichung, Tainan, and other cities 
・ Actively engaged year-round in sponsoring Japanese regional product exhibitions 
and other events throughout Taiwan, in collaboration with Japanese regional public 
entities 
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準備業務体制 

農林水産省食料産業局 
輸出促進課 
ご担当者様 

株式会社JTBコミュニケーションデザイン 

選考委員 

受賞者 

事業責任者：塩谷典子 
統括責任者：長尾咲世 
統括責任者ｻﾎﾟｰﾄ：岩崎桐子 
 
○担当窓口 
○全体制作推進管理 
○基本計画策定監修 
○実施計画策定監修 

事務局責任者：髙橋由理恵 
事務局担当者：大谷涼子 

○全体連絡調整 
○専門委託業者との調整 
○プレスリリースの作成・配信 
○取材規約策定 
○当日配布用被表彰者紹介 
 パンフレットの作成 
○被表彰者公園用配布資料の 
 準備等 
○スタッフ食事、宿泊等の手配 
○各種車両証などの発行管理 
○会議の際の議事録作成 など 

受賞者対応：大谷涼子・有村しのぶ 

○プロフィール、その他基本情報入手 
○講演使用データ入手 
○当日の対応計画 など 

会場：関口英司 
（ザ・キャピトルホテル東急） 

会場設営計画 
サイン設置計画 ○会場装飾計画 

○会場レイアウト図面の作成 
○各種サイン配置計画 
○搬入・設営・撤収計画 

管理責任者：高畑和久 
運営責任者：小林大輔 

（再委託先㈱エクシード） 

会場運営計画 ○会場使用計画・備品準備計画 
○要員配置計画 
○飲料・ケータリング計画 
○緊急時対応計画 
○受付対応計画 
○当日のプレス対応計画 
○運営マニュアル作成 

管理責任者：小林大輔 
（再委託先㈱エクシード） 

総会・表彰式 
演出進行計画 ○使用ハード計画 

○選考委員会・表彰者対応計画 
○使用音源編集 
○進行台本作成 
○映像計画 
 （ｽｲｯﾁﾝｸﾞ計画・ｽﾗｲﾄﾞ制作等） 

管理責任者：桑原武男 
（株式会社ブレイア） 

映像・機材 
○機材手配計画 
○機材準備 

会場 
（ザ・キャピトルホテル東急） 

音響・照明 

株式会社サイマル・ 
インターナショナル 

翻訳・記録計画 
○配布資料やWEB掲載事項の 
   翻訳（必要に応じて） 

古木直人 

カメラマン 

航空券・宿泊手配 JTB海外自由旅行 
電話販売センター 

○取組紹介における過去の受賞者との
連絡折衝出演交渉など 
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現場体制図 
※敬称略 

現場統括管理者 

JTBコミュニケーションデザイン 
 

事業責任者：塩谷 
統括責任者：長尾 

統括責任者ｻﾎﾟｰﾄ：岩崎 

ザ・キャピトル 
ホテル東急 

関口 

会場 

エクシード 
運営管理：高畑 

（制作管理：小林） 

会場運営管理 

管理ディレクター 
岡田 

受付窓口対応 
(一般/プレス) 

ブレイア 
桑原 

映像・機材 
(収録含む) 

ザ・キャピト
ルホテル東急 音響・照明 

事務局 

JTBコミュニケーションデザイン 
 

事務局責任者：高橋 
事務局担当者：大谷・有村 

エクシード  
高畑、山家 

プレス対応 

エクシード 
伊藤 

総会・表彰式進行 

ケータリング 

会場管理 

誘導：会場内／VIP 

会場設営・サイン準備 

舞台設営・施工 

各備品準備確認・管理 

諸室管理 

受付対応×5名 

舞台美術設営管理 

進行×3名 

表彰アテンド×2名 

農林水産省食料産業局 
輸出促進課 

 
荒田様・中村様 

全体管理 

受賞者アテンド対応 

責任者：高橋 
担当者：大谷・有村 

司会者：小西 

記録撮影 

エクシード 

意見交換会進行 

誘導：会場外×3名 
パスチェック×1名 

進行×1名 

司会者：小西 

受付対応×1名 
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会場アクセス 

ザ・キャピトルホテル東急 
 

住所：〒100-0014 東京都千代田区永田町2-10-3  ／ TEL.03-3503-0109（代表） 
URL：http://www.capitolhoteltokyu.com/ja/index.html 

【電車でお越しの場合】 
 〇地下鉄千代田線（C07）国会議事堂前駅 6番出口 地下直結 
 〇地下鉄丸ノ内線（M14）国会議事堂前駅 千代田線ホーム経由（435m）6番出口 地下直結 
 〇地下鉄南北線（N06）溜池山王駅 6番出口 地下直結 
 〇地下鉄銀座線（G06）溜池山王駅 南北線ホーム経由（220m）6番出口 地下直結 
 
【お車でお越しの場合】 
 〇東京駅から車で約10分 
 〇T-CATから車で約20分 
 〇最寄りのインターチェンジ：首都高速＜霞ヶ関ランプ＞から約3分 
 〇成田空港からリムジンバスで約80～120分（標準所要時間） 
 〇羽田空港からリムジンバスで約45～60分 

千代田線／丸ノ内線 
国会議事堂前駅 

徒歩（1F） 
車両入口 

徒歩（3F） 
車両入口 

搬入口 

6番出口(地下直結：B2F) 

■来場入口／駐車場情報 

〇地下駐車場（B2F/B3F） 
 ※左図、車両入口より利用可 
 
 台数   150台 
 車種   普通車 
 高さ制限 2.1m 
      ※搬入口：3.0m 
 営業時間 24時間（入出庫可） 
 駐車料金 [8:00～24:00] 
      30分毎に400円 
 
      [00:00～8:00] 
      30分毎に200円 

銀座線／南北線 
溜池山王駅 
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会場アクセス 

■フロアマップ 

※来場入口(徒歩／電車直結)は、“3F、1F、B2F ”の3か所 
※車寄せは“3F、1F”の2か所 

フロア 施設案内 備考
客室
・ザ・キャピトルスイート
・エグゼクティブスイート
・クラブフロア
ライブラリーラウンジ
客室
・デラックス
・プレミア
・フィットネスクラブ
・スパ&バーバー（Carju Rajah TIADO）
客室
・ガーデンスイート
・山王スイート

4F ・ザ・キャピトルバー ※11/24(金)受賞者MTGスペース
エントランス、ロビー ※来場者入口（車両／徒歩）
・フロントレセプション
・日本料理「水簾」
・オールデイダイニング「ORIGAMI」
・ラウンジ「ORIGAMI」
・ビジネスセンター
・中国料理「星ヶ岡」
・小宴会場「藤・桜・橘」 ※控室利用
・写真室
・美容着付室
宴会サロン
エントランス（宴会） ※来場者入口（車両／徒歩）／VIP車両留置き
・大宴会場「鳳凰」 ※総会・表彰式利用
・中宴会場「桐」 ※意見交換会会場／控室利用
エントランス ※来場者入口（電車から地下直結）
・地下鉄駅連絡口（溜池山王駅・国会議事堂前駅）
・ペストリーブティック「ORIGAMI」
・ゴトウフローリスト ザ・キャピトル東急店
駐車場

B3F 駐車場

2F

1F

B2F

　　　※受賞者宿泊施設　※喫煙は18Fのみ

27～29F

18～26F

14～15F

5F

3F
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会場全体図 

■1F 

総会・表彰式 会場 

鳳凰 

クローク 

喫煙所 

安倍総理 前室 

応接室 

桐(西) 
農林水産省 控室 

桐(東) 

受賞者 
選考委員 控室 

意見交換会 会場 

桐（西・東） 

総合受付 

各階へのEV 

エントランス 
車寄せ 

2FからのES/階段 

IN 

OUT 

OUT 

VIP駐車場 

(6台分) 
B2F 
へ 

3F 
へ 

3Fから 

B2Fから 
：車両導線 

：徒歩導線 

ベルデスク 

B1Fからの階段 

お手洗い 

JCDスタッフ 
事務局 

■B2F 

溜池山王駅 
国会議事堂前駅 

各階へのEV 

一般駐車場 
（有料） 

：車両導線 

：徒歩導線 
１Fへ 

B3F(駐車場)へ 

１F 
から 

B3F 
(駐車場) 
から 

※ホテル入口 

改札口 
（6番出口） 
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■3F 

■2F 

安倍総理 控室 

橘 

山本大臣 控室 

桜 

茂木会長 控室 

藤 

3Fからの階段 

1FへのES/階段 

各階へのEV 

３Fへ 

1Fへ ：車両導線 

：徒歩導線 

24 

会場全体図 

メインエントランス 
車寄せ 

各階へのEV 

2Fへの階段 

宿泊フロア用EV 

IN OUT 

１Fへ 

１F 
から 

：車両導線 

：徒歩導線 

ベルデスク 

※キー 
ロック有 

※4FへのEV 

※4Fへ 
 の階段 
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会場レイアウト 
■総会会場 1F 大宴会場 「鳳凰」 

■意見交換会会場 1F 中宴会場 桐（西・東） 

席数：円卓2卓 
   ハイテーブル6卓 
   席20席   
※自由席 
 
食事：ビュッフェ形式 
 
面積 ：180㎡ 
天井高：3m 

× 

ドリンク 
カウンター 

（ホテル手配分） 
フードカウンター 
(ビュッフェ形式) 

× × 

ドリンク 
カウンター 
（持込分） 

ホテル導線 ホテル導線 

席数：249席 
   ＋予備席(18席)  
※全席指定席 
 
面積 ：540㎡ 
天井高：5.5m 

記 
念 
撮 
影 
時  
 
プ 
レ 
ス 
撮 
影 
エ 
リ 
ア 

報道関係者席 
（40席） 

予備席 
(6席) 

登壇者席 
（5席） 

随行者席 
（7席） 

コーヒーサービスカウンター 

ステージ
備品置き
スペース 

カメラ 
(場内確認用) 

× × × × 

ホテル導線 

受賞者席 
同行者席 
（16席） 

日
本
国
旗

 
壺
花

 
演
台

 

金
屏
風

 

選考委員席 
（4席） 

予備席(12席) 
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座席図 

■1F 大宴会場 「鳳凰」（総席数249席） 

ステージ 

農林水産省（赤） 

MEMBER（緑） 都道府県・地方ブロック（青） 省庁関係者（ピンク） 

プレス（黄） 同行者・随行者・関係者（白） 
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平成28年度 
食文化発信による海外需要フロンティア開拓加速化事業のうち 

日本食・食文化普及の人材育成事業 
（日本食・食文化の功労者等の表彰）に係る委託事業 

協議会総会 出席者リスト 

項目 人数 

出席者数 152名 

プレス数 29社51名 
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出席者リスト1 
【登壇関係者】 

【受賞関係者】 

氏名
安倍 晋三

山本 有二

茂木 友三郎

井上 宏司

丸山 雅章

所属・役職

登壇関係者

内閣総理大臣

農林水産大臣

農林水産物等輸出促進全国協議会会長

農林水産省 食料産業局長

農林水産省 食料産業局審議官

【選考委員】 

所属 役職 氏名

食文化ジャーナリスト 相原 由美子
上海大菱食品有限公司
上海長申魚市貿易有限公司
中国飯店協会日本料理専業委員会
上海中華料理超越美食精英会

総経理
総経理
執行副理事長
名誉会長

曽 波

日本食レストラン「雅」 オーナーシェフ ダリヤ カワスミオヴァー
日本食品輸入・卸売・小売企業
「Jun Pacific Corporation Pty Ltd」

相談役 舟山 精二郎

鼎三國際企業有限公司 会長 林 定三

相原様関係者

相原様関係者

相原様関係者

相原様関係者

曽波様関係者

ダリヤ様関係者

ダリヤ様関係者

ダリヤ様関係者

ダリヤ様関係者

ダリヤ様関係者

ダリヤ様関係者

受賞者

受賞関係者

所属 役職 氏名

MIHO MUSEUM 館長 熊倉　功夫

株式会社美濃吉 代表取締役社長 佐竹　力総

学校法人服部学園服部栄養専門学校 理事長、校長 服部　幸應

アナウンサー、エッセイスト 村松　真貴子

選考委員
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分野 団体名等 人数
一般社団法人全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会 1
水産物・水産加工品輸出拡大協議会 1
全国花き輸出拡大協議会 2
日本畜産物輸出促進協議会 1
日本茶輸出促進協議会 1
日本青果物輸出促進協議会 1
全国農業協同組合中央会 1
全国農業協同組合連合会 1
公益社団法人日本農業法人協会 1
公益財団法人中央果実協会 1
日本園芸農業協同組合連合会 1
一般社団法人　全国農業会議所 1
日本農産物輸出組合 1
特定非営利活動法人　日本プロ農業総合支援機構 1
一般社団法人日本林業協会 1
日本特用林産振興会 1
一般財団法人日本木材総合情報センター 1
全国漁業協同組合連合会 2
北海道漁業協同組合連合会 2
日本水産缶詰輸出水産業組合 1
日本鮪缶詰輸出水産業組合 1
日本醬油協会 1
全日本菓子協会 1
全日本菓子輸出工業協同組合連合会 1
公益社団法人日本缶詰びん詰レトルト食品協会 1
日本食肉輸出入協会 1

酒類業関係 酒類業中央団体連絡協議会 1
一般社団法人 日本貿易会 2
一般社団法人 日本物流団体連合会 2
一般社団法人 日本冷蔵倉庫協会 1
一般社団法人　国際フレイトフォワーダーズ協会 1
一般社団法人航空貨物運送協会 1
日本百貨店協会 1
一般社団法人　日本加工食品卸協会 1
全国主食集荷協同組合連合会 1
公益社団法人日本料理研究会 1
NPO法人　日本食レストラン海外普及推進機構 1
独立行政法人国際観光振興機構 2
公益社団法人日本観光振興協会 1
日本弁理士会 1
一般社団法人日本食品・バイオ知的財産権センター 1

外食・食文化関係

知的財産権関係

観光関係

流通関係

農業関係

林業関係

食品産業関係

品目別輸出団体

水産業関係
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出席者リスト2 
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出席者リスト3 

分野 団体名等 人数
一般社団法人日本経済団体連合会 1
一般社団法人日本電機工業会 1
独立行政法人日本貿易振興機構 2
独立行政法人農畜産業振興機構 1
独立行政法人日本貿易保険 1
株式会社日本政策金融公庫 2
独立行政法人国際交流基金 1
農林中央金庫 1
一般社団法人日本食農連携機構 1
株式会社農林漁業成長産業化支援機構 1
特定非営利活動法人日本料理アカデミー 1
一般社団法人国際食文化交流協会 1
一般社団法人全日本・食学会 1
内閣府 2
外務省 1
国税庁 2
厚生労働省 2
経済産業省 1
国土交通省 1
農林水産省 7

中央省庁

経済界

その他
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出席者リスト4 

都道府県名 団体名等 人数
北海道 北海道農政部 2
岩手県 岩手県農林水産部 1
宮城県 農林水産部 食産業振興課 2
秋田県 秋田県観光文化スポーツ部 1
山形県 山形県農林水産部 2
茨城県 茨城県農林水産部 1
栃木県 栃木県農政部 1
群馬県 群馬県農政部 1
埼玉県 埼玉県農林部 1
千葉県 千葉県農林水産部 1
神奈川県 神奈川県環境農政局 1
新潟県 新潟県東京事務所 1
富山県 富山県首都圏本部 1
石川県 石川県東京事務所 1
福井県 福井県農林水産部 1
山梨県 山梨県農政部 3
長野県 長穏健農政部 1
静岡県 静岡県経済産業部 1
愛知県 愛知県東京事務所 1
三重県 三重県東京事務所 1
滋賀県 滋賀県東京事務所 1
大阪府 大阪府東京事務所 1
兵庫県 兵庫県東京事務所 1
奈良県 奈良県東京事務所 1
和歌山県 和歌山県農林水産部 1
島根県 島根県東京事務所 1
岡山県 岡山県農林水産部 1
広島県 広島県東京事務所 1
山口県 山口県東京営業本部 1
徳島県 徳島県東京本部 1
香川県 香川県東京事務所 1
愛媛県 愛媛県東京事務所 1
高知県 高知県農業振興部産地・流通支援課 兼東京事務所 1
福岡県 福岡県東京事務所 1
佐賀県 佐賀県首都圏事務所 1
長崎県 長崎県東京事務所 1
大分県 大分県農林水産部 1
宮崎県 宮崎県東京事務所 1
鹿児島県 鹿児島県東京事務所 1
沖縄県 沖縄県農林水産部 2
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団体名 所属 人数

北海道農畜産物・水産物海外市場開拓推進協議会 1

一般社団法人山形県国際経済振興機構 事業推進課 1

いばらき農林水産物等輸出促進協議会 全国農業協同組合連合会茨城県本部管理部総合企画課輸出推進室 1

一般社団法人　とちぎ農産物マーケティング協会 総務企画部 1

千葉ブランド農水産物・食品輸出協議会 日本貿易振興機構　千葉貿易情報センター 2

熊本県農畜産物輸出促進協議会 JA熊本経済連　東京事務所 1

北海道地域農林水産物等輸出促進協議会 農林水産省　北海道農政事務所　生産経営産業部　事業支援課 1

東北地域農林水産物等輸出促進協議会 農林水産省　東北農政局　経営・事業支援部　地域連携課 1

農林水産物等輸出促進関東地域協議会 農林水産省　関東農政局　経営・事業支援部　地域連携課 1

北陸地域農林水産物等輸出促進連絡協議会 農林水産省　北陸農政局　経営・事業支援部　地域連携課 1

東海地域農林水産物等輸出促進協議会 農林水産省　東海農政局　経営・事業支援部　地域連携課 2

近畿地域農林水産物等輸出促進協議会 農振水産省　近畿農政局　経営・事業支援部　地域連携課 1

中国四国地域農林水産物等輸出促進協議会 農林水産省　中国四国農政局　経営・事業支援部　地域連携課 1

九州農林水産物等輸出促進ネットワーク 農林水産省　九州農政局　経営・事業支援部 1

沖縄地域農林水産物等輸出促進協議会 内閣府沖縄総合事務局　農林水産部　食料産業課 1

32 

出席者リスト5 
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プレスリスト 

NO. 会社名 人数

1 全国漁業協同組合連合会 1

2 大連テレビ放送局東京支局 1

3 株式会社　米穀データバンク 1

4 株式会社　みなと山口合同新聞社 1

5 農業共済新聞 1

6 株式会社　日本農業新聞 1

7 株式会社　水産経済新聞社 1

8 株式会社　国際農業社 1

9 株式会社　農経新報社 1

10 株式会社鶏卵肉情報センター 1

11 福島民報社 1

12 内閣広報室 2

13 一般社団法人共同通信社 3

14 日本放送協会（NHK) 2

15 株式会社　時事通信社 2

16 株式会社　テレビ朝日 5

17 日本農民新聞社 1

18 株式会社　日本食糧新聞社 1

19 株式会社　朝日新聞社東京本社 1

20 株式会社　毎日新聞社 1

21 株式会社　フジテレビジョン 4

22 フォトジャーナリスト 1

23 株式会社テレビ東京 4

24 株式会社TBSテレビ 4

25 日本テレビ放送網　株式会社 5

26 株式会社　日本経済新聞社 1

27 株式会社　中日新聞東京本社 1

28 株式会社　産業経済新聞社東京本社 1

29 株式会社　読売新聞東京本社 1

29社51名



平成28年度 
食文化発信による海外需要フロンティア開拓加速化事業のうち 

日本食・食文化普及の人材育成事業 
（日本食・食文化の功労者等の表彰）に係る委託事業 

協議会総会 記録写真 
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記録写真1 

【会場全体風景】 

【農林水産物等輸出促進全国協議会 茂木友三郎会長】 

【山本有二 農林水産大臣】 
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記録写真2 

【受賞者登壇風景】 

【曽 波氏】 

【舟山 精二郎氏】 

【相原 由美子氏】 

【ダリヤ カワスミオヴァー氏】 

【林 定三氏】 
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記録写真3 

【受賞者講話：相原 由美子氏】 

【受賞者講話：曽 波氏】 

【受賞者講話：ダリヤ カワスミオヴァー氏】 
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記録写真4 

【受賞者講話：舟山 精二郎氏】 

【受賞者講話：林 定三氏】 

【井上 宏司 農林水産省 食料産業局長】 
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記録写真5 

【安倍晋三 内閣総理大臣】 

【記念撮影】 

林 

定
三
氏 
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委
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委
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局
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記録写真6 
【受付】 

【受付中風景】 

【総会会場 場内風景】 

【総会会場 ステージ】 

【受付:パスセット】 

【ホワイエ】 

【総会会場 テクニカルスペース】 

【総会会場 全体】 
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記録写真7 
【安倍総理控室】 

【農林水産省控室】 

【安倍総理前室】 

【茂木会長控室】 

【受賞者、選考委員控室】 

【山本大臣控室】 
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記録写真8 
【意見交換会】 



平成28年度 
食文化発信による海外需要フロンティア開拓加速化事業のうち 

日本食・食文化普及の人材育成事業 
（日本食・食文化の功労者等の表彰）に係る委託事業 

協議会総会 議事録 
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協議会総会 議事録 

 農林水産物等輸出促進全国協議会長を仰せつかっております、キッコーマン株式会社取締役名誉

会長の茂木でございます。 

 本日は皆様方、大変お忙しい中をご出席いただきまして誠にありがとうございます。本日は、山

本農林水産大臣にご臨席をいただくことになっています。また、安倍総理も後ほどいらっしゃると

いうことでありまして、安倍総理そして山本大臣に御礼を申しあげたいと思います。 

総会を開催するにあたりまして一言ご挨拶申しあげます。 

まず、日本食海外普及功労者として表彰される５人の皆さま、誠におめでとうございます。皆さま

の長年のご努力に心から敬意を表するとともに、今後ますますのご活躍をお祈り申しあげたいと思

います。 

 次に農林水産物・食品の輸出の状況でございますが、輸出額は平成25年から３年連続で過去最高

を更新し、平成27年は7,451億円となりました。これは何より事業者の方々が輸出に取り組んでこら

れた結果と考えております。今後とも海外市場のニーズを捉え、安全で高品質な商品を安定的に供

給していくことにより、農林水産物・食品の輸出がさらに伸びていくことを期待いたしています。 

 本年５月に安倍総理を本部長といたしまして、農林水産業地域の活力創造本部において、農林水

産業の輸出力強化戦略が取りまとめられました。私自身も輸出戦略策定のワーキンググループのメ

ンバーといたしまして議論に参加をしたのでございますが、この戦略は外部の有識者からのヒアリ

ングを交えながら、関係するすべての省庁が参画いたしまして、議論を行い、作られたものです。

これだけの情報を盛り込んだ戦略は国として初めて作成したものです。 

 ただし、戦略は作って終わりというものではございません。今後具体的な成果を示すことができ

るよう、関係者が戦略に基づき積極的な取り組みを行うことが肝要であるというふうに考えており

ます。本協議会の会員各位におかれましても、各地域における取り組みも含め、輸出促進の取り組

みに一層のご協力を賜りますよう、お願い申しあげたいと思います。 

 次に、新規に加入された会員をご紹介いたします。この度、本協議会の趣旨にご賛同いただきま

して、一般社団法人国際食文化交流協会、一般社団法人全日本・食学会、特定非営利活動法人日本

料理アカデミー及び北海道漁業協同組合連合会が加入されましたのでご紹介を申しあげます。 

 これをもちまして本協議会の会員数は171団体となっております。 

 最後に、政府目標であります平成31年の輸出額１兆円を達成するためには、官民をあげた取り組

みとオールジャパン体勢により、安全で高品質な商品を安定的に供給していくことが大切です。今

後、協議会会員各位のますますのご活躍を期待いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。ご

清聴ありがとうございました。 

【農林水産物等輸出促進全国協議会 茂木友三郎会長のご挨拶】 
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協議会総会 議事録 

【山本有二 農林水産大臣のご挨拶】 

本日は、農林水産物等輸出促進全国協議会総会にお集まりをいただきまして、厚く御礼を申しあげ

ます。 

協議会の会員の皆様におかれましては、農林水産物等の輸出にご協力ご尽力賜っていますことに厚

く御礼を申しあげます。また、本日、日本食海外普及功労者として表彰をされました皆様、誠にお

めでとうございます。まだ日本食が浸透していなかった時代から長年にわたり日本食の普及に取り

組まれていることに心から敬意を表しております。 

農林水産物食品の輸出額は一昨年は6,117億円、昨年は過去最高の7,451億円でございました。日本

の農林水産物の生産額は世界10位であります。しかしながら農産物の輸出額は世界60位でございま

す。実力からするとまだまだ伸びる余地が大いにあり、世界10位になってもいいと常々思っている

ところでございます。また大臣就任直後の８月に香港フードエキスポ2016に出席いたしましたが、

日本の農林水産物食品が世界から高く評価され、輸出拡大のポテンシャルがあることを改めて実感

させていただきました。 

農林水産物食品の輸出につきましては、政府目標である2019年までに輸出額１兆円達成に向けて、

本年５月に策定いたしました「農林水産業の輸出力強化戦略」に掲げた施策を着実に実施していく

考えでございます。 

具体的に申しあげますと、まず、海外市場のニーズ把握や需要の掘り起こしに向けたプロモーショ

ン。次に国内の農林漁業者、食品事業者の販路開拓の相談や商談会出展等への支援。次に生産物を

海外に運ぶ物流の高度化への支援。次に輸出先国、地域の輸入規制の緩和・撤廃等、輸出環境の整

備などの取り組みを実行していくこととしております。 

今後とも関係府省、団体、企業等と連携し輸出額１兆円目標達成に向け全力で取り組んでまいりま

す。 

結びにあたりまして、本日ご臨席の皆さまがたのご健勝とさらなるご活躍を祈念いたしまして私の

挨拶といたします。 

平成28年11月25日、農林水産大臣山本有二。おめでとうございます。 
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協議会総会 議事録 

【安倍晋三 内閣総理大臣のご挨拶】 

皆さん、こんにちは。安倍晋三でございます。 

『ＪＡＥＣＡＰ２０１６』の開催に当たり、一言お祝いを申し上げます。 

はじめに、本日、海外での日本食普及の功労者として表彰された皆様に、心からお祝いを申し上げ

ます。おめでとうございます。食習慣の異なる海外において、長年にわたり、様々な苦労を乗り越

え、日本食の普及に情熱を注いでこられました。日本の農林水産物や食品の輸出の先駆けとして、

市場を切り拓いてこられたことに、深く敬意を表します。 

今年５月に開催されたＧ７伊勢志摩サミット。各国の首脳を始め、世界中から集まった皆さんに、

日本の食材を使った料理やお酒、ワインを味わっていただきました。皆さん本当においしそうに食

べていただきましたし、出たワイン、果たしておいしそうに飲むかどうか、私はじっと見ておりま

した。メルケルさんも、フランスのオランドさんも、ごくごくとおいしそうに飲み、おかわりとい

う状況でございましたので、日本のワインもとうとう世界レベルになったなと誇らしい思いであり

ました。どれも大変な好評を博し、ワーキング・ディナーの乾杯酒であった日本酒『半蔵』は国内

外から注文が急増し、出荷が追い付かないほど人気を博していると聞きました。 

おいしくて、安全な『日本産』は、まだまだ海外に売り込むことができる。その思いを、改めて強

くしております。 

農林水産物や食品の輸出は、農林水産業の成長産業化を実現する上で、極めて重要な課題です。安

倍内閣では、私自身、海外出張の機会に合わせて、各国の要人に日本の食文化の魅力を直接伝える

など、輸出の促進に力を注いでまいりました。 

その結果、昨年の輸出実績は、約７千５百億円。安倍内閣において、３年連続で過去最高額を更新

しました。 

世界の食市場は、アジアを中心に拡大し続けています。この需要を積極的に取り込むことにより、

更に輸出を伸ばすことができます。 

そして、ＴＰＰ。日本の農林水産物にとって、ＴＰＰは輸出拡大のチャンスでもあります。 

このため、輸出目標額１兆円を、一年前倒しして２０１９年の達成を目指すことといたしました。

この目標の達成に向け、本年５月に策定した『農林水産業の輸出力強化戦略』に基づき、輸出拡大

に向けた民間の意欲的な取組を加速してまいります。 

今後とも、山本大臣と、御臨席の皆様方と力を合わせて、素晴らしい日本の農林水産物と食品の輸

出を、更に伸ばしていこうではありませんか。 

最後に、御臨席の皆様方のますますの御活躍と御健勝を祈念いたしまして、私のお祝いの言葉とさ

せていただきたいと思います。本日はおめでとうございました。 
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【受賞者講話：相原由美子氏】 

相原です。このたびは大変に名誉ある賞をいただきまして本当にありがとうございました。お選びくだ
さいました皆さま、それから未熟な私を導いて多くの機会を与えてくださいました皆さま、本当にありが
とうございます、心から御礼を申しあげます。 

従来、この賞は日本料理店や食品輸入など目に見える、数字で見える功績のあった方々が受賞されてき
たと思います。私はフランスのシェフや、それから一般の方々に食文化という目にはなかなか見えにくい
ものをお伝えしてまいりました。 

私は東京で料理書の編集者をいたしまして、ジャーナリストの奨学金を得てパリに送られてまいりまし
た。パリ大学で食文化を学び、最初はフランス料理について取材いたしました。90年代当時のフランスの
シェフたちは、単なる日本趣味のお醤油を使うとかいう段階から随分進みまして、日本料理を意識してよ
り深い知識や日本食品をもっと知りたいという、そういう段階でした。取材にまいりますとよくいろいろ
な質問を受けたものです、その実用書の料理編集出身ですから、必ず複数の資料にあたってできるだけ確
認をし、できるだけ詳細にお答えしてまいりました。そのうちに2000年代初めになって、日本料理や食品
の解説もするようになりました。 

転機となったのは2006年です。京都の日本料理アカデミーのお手伝いをさせていただくことになりまし
た。京都の料理人の方々が、フランス人をはじめ世界的な外国人シェフを京都に招いておこなった日本料
理研修です。日本料理人の方々が期間中シェフに付き添い、こうやって厨房で技術を教え、京野菜やお豆
腐や湯葉の生産者のところに伴い、さらには茶道や和包丁といった料理周辺の文化も体験してもらう、と
ても濃い内容でした。数年間続いた素晴らしいイベントだったと思います。そこで私は日本料理の見聞を
広めることができました。この経験は私の一生の財産となり、今日日本食文化をフランスで伝える基本の
となりました。 

また、2005年あたりから10年以上に渡ってパリの日本文化会館で一般向けに講演や日本の家庭料理のレ
クチャーデモをいたしました。これは講演ですね、パリの日本文化会館ですから、お料理のデモだけでは
なくて如何に日本に興味を持っていただくか、日本の文化に興味を持っていただくかに心を砕きました。 
このときには、こうやって一般の方々にお教えするわけですけれども、味の訳（やく）というのに大変

苦労いたしました。もちもちとかしっとりとか、それから大根の辛いと唐辛子の辛いの差、これをどうい
うふうに訳すか。日本語の味や食感の表現、フランス語の差、そしてフランスの文化に存在しない、例え
ば麹臭いというようなことをどのように説明するか、それは大変苦労いたしました。それが今では旨味と
いう言葉がフランス料理の中に入っています、隔世の感があります。 
もう一つは文化の訳も気をつけています。これは文化会館ですね、文化の訳も気をつけています。20年

前、パリで大島渚監督が講演で映画の撮影を野球になぞられて説明されました。通訳のかたは野球をサッ
カーに置き換えて鮮やかに訳されました。と言いますのは、フランスでは野球を全く知られていません、
このまま訳してもわかりません。そこで、これは１番身近なスポーツのサッカーに置き換えたわけです。
これは大変強く印象に残りました、以来ときには必要なこととして文化の訳というのを心掛けています。 
達成感がありましたのは、2013年３月のパリ大学ソルボンヌ校での日本のガストロノミーと世界という

テーマで、フランス初の日本料理の学術講演会をオーガナイズさせていただきました。パリ大学文化地理
学研究所の全面協力により、国家的行事に使われる由緒あるソルボンヌ校のルシエル講堂が使用でき、ソ
ルボンヌの先生方、日本から熊倉先生にも、それからうま味インフォメーションセンターの方にもご講演
いただけました。ユネスコに少しはアピールできたと思います。 

また、３年前からは日本料理の活け締めをシェフたちに解説しています。フランスでは天然の活魚の輸
送は存在しませんでした、そこでツテを頼って漁師さんに釣った魚を生きたまま持ってきてほしいと懇願
し、水槽装備のある車を探し、細やかながら流通網をつくりました。そのフランスの活魚で日本の活け締
めの理論とか、実際の技術をご説明しています。最近では日本食品をどのようにフランスでアピールする
のか、どのシェフがどういうものに興味を持ちそうかを見極めて、適材適所戦略のようなことも考えてお
ります。ＪＥＴＲＯのパリと仕事をさせていただき、和牛や日本米などの食品のプロモーションにも関わ
るようになりました。 

今回の賞は、明確の数字という成果が見えなかった私のとって大変な励みとなります。これからも日仏
双方の方々に喜んでいただけるような、文化の通訳を目指したいと思います。ありがとうございました。 
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協議会総会 議事録 

【受賞者講話資料：相原由美子氏】 
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協議会総会 議事録 

【受賞者講話：曽波氏】 

ご臨場の皆さま、こんにちは。私は中国の上海からまいりました、ソ・ハと申します。本日は日本食海
外普及功労者に表彰いただき、誠に名誉なことだと存じております。心より御礼を申しあげます。 
私は中国の１番東側にある舟山という島で生まれ育ち、小さいころから魚は身近な存在でした。20歳過

ぎに日本へ留学、偶然でもありますが大学卒業後、水産関係の会社に入り、いろんな国から水産物を仕入
れて中国市場に販売していました。以来、今日まで魚と関わる仕事に一途に取り組んでまいりました。 

日本から鮮魚を輸入し中国に販売しはじめたのは、11年前の2005年11月でした。そのきっかけは日本料
理大好きな私が中国で日本の魚を食べたかったからです。当時、上海のどこの店で刺し身など魚料理を食
べてもの鮮度も悪くおいしくなかった、しかも安心して食べられませんでした。使っていた食材は日本向
けの規格外の冷凍品か、なかには中国の養殖の淡水魚、例えばブラックバスを刺し身にするものもありま
した。日本料理と呼ぶには程遠く日式があたりまえの世界でした。 

しかし、その鮮魚輸入事業は本当に無謀な発想でした。まず、中国にとって鮮魚というものは存在せず、
冷凍品か活魚しかありませんでした。輸入した際の手続きは冷凍品に手順に従い、空港で何日間も置かれ、
しかも上海の空港には冷蔵庫がなかったため冷凍庫にいれられてしまい、結局もらった魚はカチカチの冷
凍魚でした。何度も失敗を繰り返したあと長い時間を費やし、中国税関ＣＩＱ当局へ頻繁に足を運んで日
本の食文化、日本の鮮魚流通について詳しく説明し、産地の長崎まで案内して市場を見たり日本料理を食
べてもらったり、とにかく鮮魚というものを認識してもらいました。 

このような努力をしながら産地の長崎県の支援のもと、通関時間を最小の１週間から３日間に短縮、さ
らに当日通関に成功して、今もはっきり覚えていますが、その鮮魚は弊社の鮮魚センターに到着したピカ
イチの鮮魚を見て、本当にうれしく幸せでした。その瞬間があるからこそ、例え最初の４軒の料理店しか
取引がなくても鮮魚の輸入は途切れたことはございませんでした。当時、上海では多くの日本料理店で働
く料理人は現地の人で日本にいたこともなく、もちろん日本の魚を食べたことがないので魚の名前を伝え
ても理解していただくのは苦労しました。あまりにも魚が売れなかったため、仕方なく自分で日本料理店
を立ちあげ、日本人の料理人さんに手伝ってもらい、すべての料理は日本産の魚を使っていました。いろ
んな料理人を直営店に呼んで、日本の魚と調理方法を紹介し、そのおいしさをやっと少しずつ認めていた
だきました。 

その後、いろんなお店で料理を教えながら魚を販売し、料理教室などを開いて日本の料理普及と魚知識
を継続的に啓発する努力をしておりました。そしたら上海であるおもしろい現象があらわれ、日本鮮魚を
使用していた日本料理店は大繁盛するという傾向です。使ってないお店も消費者に、日本産の魚はないで
すかと指摘をされ、だんだん日本鮮魚を使うのが流行になってきました。今になって私がここで胸を張っ
て言えることは、もし今の中国にある日本料理店が弊社の日本鮮魚を取り扱っていなければ、絶対におい
しい店だと言えないことです。 
毎年、弊社が主催する長崎鮮魚フェア、北海道水産フェアをはじめとする日本産水産物を中国各地で披

露し、大勢の業界の方々をはじめ日本の水産品と食文化を続けてＰＲをしてきました。さらに弊社が主催
する今年13回になった日本食材の旅という活動で、中国現地の調理人やバイヤーを年２回日本に連れてく
るなどして、魚の産地を歩きながら魚知識を勉強し、新しい魚種の開拓、新しいメニューの開発と本物の
日本料理のおいしさ、美しさを体験してもらいました。そして今年の６月までに日本の長崎、北海道、鹿
児島の産地から、1,481回の空輸に渡り合計1,145トンの日本鮮魚を空輸し、中国全土約600軒以上の店舗
に卸し、また28店舗のテナント店舗を通じて中国の一般家庭まで日本の水産物、寿司、刺し身を普及し、
日本産ブランドを魚を通じて認知してもらっております。 

実は、私の叔父が80年代に中国の鮮魚を日本市場に出した事業開拓者の一人でした。20年後の私が逆の
ことをして、日本の鮮魚を中国に開拓しました。時代の流れはこうして物事を違う方向に変えるかもしれ
ませんが本物、そしておいしい美しいものはいつであっても求められることは変わらないと私はそう思い
ます。これからも日本産水産物の販売拡大と日本食文化の普及に精一杯がんばってまいります。 

中国のことわざで、瑞雪は豊年の印だと申しあげますが、昨日東京で54年ぶりの瑞雪を迎えました。
きっと新しい年は日本にとって、それからご臨場の皆さまにとって、素晴らしい年になると確信しており
ます。最後にあらためまして、この受賞は本当にうれしく存じております。どうもありがとうございまし
た。 
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【受賞者講話資料：曽波氏】 
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【受賞者講話：ダリヤ カワスミオヴァー氏】 

私はダリヤ カワスミオヴァーです。チェコからきました。同国の仲間から挨拶を持ってきました。 

それは無形文化遺産に登録された和食を世界に広めてきた日本の皆さまに感謝をします、ありがとうご

ざいました。この素晴らしい賞に選ばれたことは、私にとって大きな名誉です。日本の和食を広めてきた

方達の仲間にさせていただきました。さらにお互いが勉強できることを楽しみにしています。農林水産省、

日本国大使館、すべての皆さまに感謝の気持ちを伝えたいと思います。 

私は40年以上に渡り、故郷チェコと日本の橋渡しとして努めきました。 

チェコのＣと日本のＪ、それはチャイ、それを自身の会社のロゴとしました。チャイはチェコ語でお茶

という意味も成しています。茶道はチェコ語でcajovy obradといいます。 

この茶道の出会いが私の人生を大きく変化させてくれました、その出会いは国際キリスト教大学の学生

のときでした。「おもてなし」はプラハのカレル大学とアメリカのウェスリー宗教大学の学習作品のテー

マになりました。 

しかし、もっとも重要なことはおもてなしを体験することです。そのために日本料理店ＭＩＹＡＢＩを、

1995年に開きました。 

ＭＩＹＡＢＩは現在チェコで１番長い歴史のある日本料理店です。 

お客さまは料理以外にアートショーや公議を通じて日本文化を楽しむことができる場所になっています、

日本料理を含めたお茶事も体験することができます。日本文化の芸術を美とともに提供できるのがＭＩＹ

ＡＢＩであります。 

芸術に沿った茶道においてのおもてなしは、レストランの環境でどうなるでしょうか。 

チェコで茶道というのは、ただ、お茶を飲む、そう思われています。いろんな作法があって、そして懐

石料理も含めている総合芸術です。しかし、そういうイメージがほとんどありません、私はそれに負けた

くありません。茶道のおもてなしが総合芸術であるというイベントを次々とチャレンジします。 

例えばこれです、プラハのある劇場の舞台にお客さん４人のお茶事を考えました。舞台半分がキッチン、

半分はお茶室でした。100人ぐらいの観客が飲み食いせず２時間ほどただ座ってみているだけでした。当

然、心配はしましたが終わったあとにお客さんがきて、おもてなしの喜びを経験できたと感激してくれま

した。 

豆というのはチェコ語で動物の餌としか思わないものであると思っても、日本で素晴らしくかわいい和

菓子に変えます。丁寧にかつ豊富な知識を持って魅了してくれます。シェフが素材を育った環境や、その

ふるさとの素晴らしを人々に伝えています。その素材を用い美しさや輝きを表現することが、よいシェフ

の一つでもあります。その背後にある哲学は岡倉天心という美食私学研究の開拓者のブックオフティーの

なかに書かれています。人間と花の共存についてのことや、野菜や動物の喉を捻る、それを家に持ち帰る。

残酷なことのように思えますが、そのことについて考え認識と尊敬を有し、新しい活かしかたに接する努

めが必要です。 

このことによって料理とおもてなしが芸術になる、その鍵は感謝です。この思いで私の言葉を締めくく

ります、本日は誠にありがとうございました。 
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協議会総会 議事録 

【受賞者講話：舟山精二郎氏】 

ご紹介に預かりました、舟山でございます。このたびの受賞は非常に名誉で、この名誉をオーストラリ
アに帰りましたら、社員たちとともに分かち合いたいと思っております。 

私は2013年、いまから３年前ですけどもオーストラリア社会に貢献した移民の経営者に与えられる、エ
スニック・アワードという賞を当時の総理大臣であるジュリア・ギラードさん。またのちに総理大臣にな
られた、トニー・アボットさん。当時の在オーストラリア日本国全権大使の秋元義孝氏と奥さまのご臨席、
また300人以上の招待客の前で素晴らしい晩餐会で表彰を受けたことはひときわ考え深いものがありまし
た。秋元大使からは日本人として表彰されたことは、日本国にとって非常に名誉なことですとのお言葉も
頂戴いたしました。今年、我が社の創業40周年を迎えました。記念すべき年に日本政府からも表彰をいた
だいたことは、ダブルでおめでたいことだと思っております。オーストラリアと日本政府から表彰をいた
だき、私は大変幸運なものだと思っております。 
私は福島県に産まれ、13歳で終戦を迎えました。大学卒業後に大手商社に就職し、1961年に駐在員とし

てシドニーに赴任しました。日本から家族を呼び寄せ、オーストラリアの永住権を取得し、ほぼ順風満帆
な日々を過ごしてまいりました。 

ところが日本の本社が他社を合併したのを機に退社し、紆余曲折を経てしばらく全く稼ぎのないときが
ありました。家内は外で仕事をさせてなんとか生計を立てておりましたが、そんなある日、ちょうどクリ
スマスのときですが、幼い娘が三輪車がほしいというので買ってあげたら、その日転んで歯を折って血だ
らけになって帰ってまいりました。私はすぐ歯医者に連れていきましたが、歯の治療が300ドル、だいた
いいまの相場で10万円ほどですが、そのぐらいかかると言われたんですけども、そのお金がなくて歯を治
すことができませんでした。そのときは娘に絶対大きくなったらダイヤモンドの歯をいれてやると自分で
誓いました。ところがその必要がなくなったんです、娘が大きくなりまして結婚した相手が歯医者だった
んです。 

それから奮起して東京マートという日本食品の小売店を始めました。 
当時の駐在は日本食を日本から送ってもらっていました。手に入らないものには必ず需要がある、景気

がよくても悪くても人間は食べなくてはならない。だから食品のビジネスは手堅い、そう思ったのです。
社長の私と社員の家内の二人だけで１日16時間、寝る間も惜しんで働き続けました。ある日、オーストラ
リアの肉屋にすき焼き用の肉がないことに気がつき、日本人が困っているという話も聞きました。そこで
肉の塊を買ってきまして、閉店後夜中過ぎまで家内と二人でひたすら包丁で薄く切ってパックに詰めまし
た、それがヒット商品になったんです。あとになって肉を薄く切るスライサーという機械があることを知
り、随分無駄な作業をしたものだと思いました。そのときのスライサーはまだ本社に残っています。その
うちビジネスが軌道に乗ってきましたので、ジュン・パシフィックという食品会社を立ちあげて小売だけ
ではなく輸入も直接手掛けました。日本レストランも徐々に増えてきたので外食向けの卸売も手掛けまし
た。私が事業をはじめたのは、40代半ばになってから還暦を迎えるまで自分でバンを運転してデリバリー
して歩いていました。 

ビジネスを営む上で１番のネックは、ご存知のようにオーストラリアの検疫が非常に厳しいということ
です。ある日突然、保健省の役人が会社にきて海藻類をすべて差し押さえていきました。海苔、ひじき、
昆布の在庫をしっかり記録され販売できなくなりました。聞くところによると、あるオーストラリアの老
婦人が海藻が体にいいということを知って、毎日毎日近くの海岸に行ってその辺に落ちている海藻を拾っ
てきて食べてたんです。それで体がおかしくなったっていうことで保健省に訴えていたんです。保健省で
調べたら、ヒ素が入っているというのでダメだというんです。海苔がなければ寿司屋は営めません。日本
食業界は大騒ぎになりました、私は一人で巨額の訴訟費用を負担して裁判に訴えました。 
オーストラリア政府に事を構えて勝てるわけがないだろう、舟山は馬鹿だとみんなに笑われました。

オーストラリアの食品規制はもともとイギリスの規制に準じております。英国ではヒ素が入っている食品
は人に供してはならない。ただし、魚介類および海藻類は除くという文章があったのです。しかし、オー
ストラリアの規制をつくる際に、その海藻類を除くという文面を入れるのを忘れたのです。海藻を食べる
という発想はもともとオーストラリア人にはありません。それは毎日毎日その辺に打ちあげられた海藻を
食べれば、それは体が悪くなるはずです、それで海藻類が差し押さえられたんです。 
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【受賞者講話：舟山精二郎氏】 

私や日本人は長寿で世界でも指折りな健康的な国民である、その日本人の食べているヘルシーな海藻が
どうして体に悪いんだ。海藻にビタミンはあるけどもカロリーはない、ヒ素は体内に残らず排泄されるん
だと訴えました。また、日本人の髪が黒くて綺麗なのは海藻を食べているからだと説明しました。しかし
裁判官は私に、舟山、お前の毛は薄いではないかと言いました。私は若いときに海藻を食べなかったから
こうなったんですと応えると、法廷は爆笑の渦に包まれました。結局、私の主張は認められ海藻を輸入で
きるようになりました。ただし、のちになって昆布やひじきはヨウ素が体によくないということで、現在
も昆布、わかめ、ひじきは輸入できません。海苔を輸入できるようになったのは舟山の奮闘のお陰だと日
本食業界の人たちから感謝されましたが、そのときは廃棄処分になったら我が社にとっても大損害になる
ので必死に裁判で戦いました。もし海苔が輸入できなければ現在のように日本レストランは、シドニーで
もメルボルンでもこんなには増えなかったと思います。結果として日本食の普及に貢献できたのは本当に
うれしいことだと思います。 

オーストラリアでは、お酒の販売に対する行政の規制も本当に厳しいんです。日本酒の販売も大変苦労
しました。当時では今でこそ日本酒のニーズが高まっていますが、昔は誰も飲みませんでした。私はなん
としても日本酒を広めたいと思いました。しかし、東京マートではお酒を販売できるライセンスを持って
おりませんでした。酒のライセンスを取るのは宝くじを当てるより難しいと言われていたときです。私は
それで日本酒を調理用、すなわちシーズニングとして販売することにしました。すると、ある日警察が十
何人ぐらい店に乗り込んできました。日本酒はすべて没収され私も事情聴取を受けました。後日、弁護士
を雇ってそれを解決し罰金を支払い正式に白い酒のライセンスを取得して堂々と日本酒を販売できるよう
になりました。そして没収された日本酒が競売にかけられるということを聞いたので、私は入札にいきま
した。たった私一人でした、それで没収された日本酒をすべて私が買い戻しました。 

現在は相談役となって第一線からは身を引きましたが、故郷に恩返しがしたいと思い、福島県産の食品
や日本酒もオーストラリアに広める活動をしております。私がいつも社員に言っていることがあります、
私は１本の木を植えただけだ。その木に肥料や水をあげるのは社員の役目である。その木を育てて雨にも
風にも負けない太い大木にするのがあなた方社員の努めであると、その木が実って育って実がなったらそ
れをみんなで分かち合いなさないと、日頃社員に言っております。 

ビジネスを始めたときは、オーストラリアで日本食の普及に貢献するというような高尚な目標は掲げて
おりませんでした。しかし、40年の間に植えた木に花が咲き実がなってきました。微力ながらその実が故
郷の復興に役立ち、ひいては少しでも祖国の発展に繋がるのであれば、それほど光栄なことはございませ
ん。最後に40年前に我が社の第一号の社員として働いた家内、私が植えた木を懸命に育ててくれた数多く
の社員、そして今後も大切に育ててくれる社員に感謝しながら終わりたいと思います。ご清聴ありがとう
ございました。 
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【受賞者講話：林定三氏】 

（通訳） 
ご臨席の皆さま、こんにちは。これは台湾語では▼ジャバウエイ▲というふうに挨拶します。 
私は台湾からまいりました、林定三と申します。本日は素晴らしい賞を受賞いただきまして大変光栄に

存じます。 
私は1985年にアメリカでライメックスという会社を設立いたしまして、輸出入の貿易を始めました。主

に飼料や牧草などを日本と台湾などに輸出し、そして日本と台湾の食品をアメリカに輸入して販売しまし
た。 
2002年、ＷＴＯの米市場開放に伴いましてお米の輸出入ができるようになりましたので、当時アメリカ

のお米を台湾に輸出しはじめました。また、日本に牧草を輸出したときに全農さまと取引したおかげで、
2005年から日本のお米を台湾に輸出する事業をはじめました。 

日本産のお米の台湾店頭での販売価格ですが、台湾産のお米より３倍と高いんですけれども、やはり日
本米の味、香り、粘りなど品質がとても高いのでどなたでもおいしくいただけます。 

品質のよいものであれば海外でも必ず評価を受け、値段が高くても必ずニーズがあるというふうに考え
ます。 

しかしながら2011年に発生した福島原発事故の影響で台湾のお客さま、消費者にとって日本の農産物に
対する放射能などの安全問題を懸念するようになりました。そこで台湾の消費者に安心させ日本の農家を
信頼してもらうために、私は日本各地の農家を訪ねまして、空気中の放射能の数値を測定しまして、測定
の結果および農家の現状をwebサイトに載せまして、日本の農産品の安全・安心を台湾のお客さまに伝え
ておりました。 

そしてやはり日本の農家の皆さま努力によりまして、高品質な農産物が栽培されていますことを、この
場で日本の皆さま、日本の農家の皆さまに感謝したいと思います。常に感謝したいと考えております。 

ここ数年、私どもがお米以外にも果物、調味料、飲料、お酒などを取り扱っておりまして、日本の地方
自治体と協力し台湾市、高雄市などの百貨店で物産展などを開催しまして、実際に台湾の消費者に試食さ
せ販売して台湾の消費者に日本の農産物を認識し、もっと好きになってもらいたいと考えています。 

現在、農産物の輸入制限がかけられておりますが、これを早めに解除してもらいたいと願っております。
残留農薬に関しましても現在、台湾と日本の検査方法の違いなどによりまして、日本の農産物の残留農薬
が基準を超えているというような誤解、間違った情報が台湾にあります。ですので、日本が放射能などを
測定し農産物をきちんと検査・管理していることを台湾にアピールしまして、安全であることをアピール
して、そして理解してもらいたいと思います。そして福島県など県市の農産物の輸入禁止を早めに解除し
てもらいたいと思っています。 
それと同時に、日本に対しても互恵の原則のもとで、より多くの台湾の農産物を輸入していただき、日

本の農産物を台湾にも販売していただき、Win-Win関係を構築していきたいと思います。 
最後になりますが、今後とも引き続き農家と協力しあって日本と台湾の農業の発展に尽力してまいりた

いと思います。本日はどうもありがとうございました。 
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【井上宏司 食料産業局長より輸出戦略実行委員会の取組状況のご説明】 

食料産業局長の井上でございます。資料は字が小さいところもございますので、お手元に資料４ということ
でお配りをさせていただいております。今日お集まりの方は中身をよくご存知の方が多いかと思いかと思いま
すので、簡単に新しい動きを中心にご紹介させていただきたいと思います。１ページ目から２ページ目にかけ
ましては、輸出の状況ということでございます。先程来総理大臣からもありましたように、昨年までは7451億
円ということで、近年輸出額は非常に高い伸びを示しております。 

今年になってやはり為替レートの影響を受けているものであるとか、あるいは帆立貝が２年前の爆弾低気圧
によって稚貝が土に埋まってしまったということで、不良になっているといったような影響がございまして、
水産については今年になって対前年同期で見ますと減っているという状況ありますけれども、農産物につきま
しては、ほぼすべての品目について増加をしていると、こういう状況でございます。 

平成３２年に１兆円という目標を今年の８月に、平成３１年ということで１年前倒しをしましたので、輸出
拡大に向けた政府の取り組み、ますます強化をしていきたいというふうに考えてございます。３ページには今
年の５月に政府で策定をいたしました輸出力強化戦略でございます。さまざまな取り組みがございまして、４
ページから５ページにかけて今日お集まりの皆様方、団体の方々、企業の方々、あるいは政府の中、各所縦割
りではなくて一体となっていろんな対策を進めてございます。 

特にそのなかでも経済対策補正予算では輸出力強化を進めていく実践的な取り組みとして、ハード面とソフ
ト面の整備をさらに進めていくということで、６ページにございますような、左側のところにあります輸出の
場合でございますので、海外の規制に対応できるような国内での食品の安全、衛生のためのいろんな対応をす
る必要があるということで、海外の規制にも対応できるような、例えば食肉の加工施設であるとか、あるいは
海外に迅速に鮮度が高い状態で運んでいけるように、国際空港の近くにある取引市場に輸出のための施設を整
備するといったような、ハード面の取り組みに加えましてソフト面の対応ということで、海外の主要な輸出相
手国には専門家を常時外部から雇って配置をして、継続的にプロモーション活動を行っていくようなことを、
経済対策補正予算ということで措置をしたところでございます。 

それから１番新しい話としましては最近報道で相当調整が難航しているといわれておりました、農業の競争
力強化プログラム。私も今日遅れてまいりましたのは、先程自民党の会議で了承になりまして、農協改革等々
の課題もあるわけでございますが、実はその中に戦略的輸出体制の整備というものも農業の競争力強化プログ
ラムのなかに入っておりまして、今スクリーンにでておりますような輸出をサポートする、あるいは個別の食
材だけではなくて、日本の食とか食文化について海外にプロモーションをより強くおこなってための体制を整
備するということで、通称日本版ＳＯＰＥＸＡといわれておりますが、フランスでうまくいったといわれてお
ります食品公社、海外向けにフランスの食文化と一体になって、フランスの食品を売り込むサポート機関。４
０年間経って国営から民営化できるような状態になった機関がございますけど、日本もそれを参考にしながら
より海外でプロモーション、ブランディング、それから今回まさに受賞されましたような日本食の普及をやっ
ていただけるような現地の方とのネットワークをより強固にしたり、あるいは新しい国、新しい品目について、
そういう現地での卸売の方であるとか小売の方であるとか、あるいはレストランの方。こういった方とのネッ
トワークもつくっていくということで、例えばイベントとか見本市で、それ限りで終わるのではなくて、ずっ
と海外に専門家が張り付いて現地の方とのネットワークをつくっていく。こういうような体制を新しく整備を
するということも今日、与党の了承も取れましたので近いうちにおそらく政府の決定になって今後具体的な体
制をつくっていきたいということでございます。 

それから先ほど表彰されました功労者の方からもお話がありましたように、やはり海外で設けられている輸
入規制、これをどう撤廃・緩和をしてもらうかということは非常に重要でありまして、これについては外交交
渉でありますので個別にどこの国と何を話しているということは申しあげられない部分があるんですけれども、
精力的にいろんな国の放射物質に関連する輸入規制あるいは検疫等について交渉をしているわけでございます
けれども、８ページ目にございますように最近の話としてましは外務省とも話をしまして、交渉を時々行って
相手の国とやるということではなくて、日常的に相手の政府とコンタクトを取ってやっていくような体制とい
うことで、国内の輸出を検討・計画されている事業者の方からの声。これは今でも農林水産省とＪＥＴＲＯを
あわせますと年間に１万件以上ご相談をいただいているわけでありますけれども、こういう方からいただいた
輸出にあたって課題になっているような相手の国の手続きであるとか規制であるとか、こういうものについて
いただいた声を国ごとに整理をして、常に現地の日本の在外公館あるいはＪＥＴＲＯの海外事務所がリストを
東京と全く共有するかたちでリアルタイムで持つかたちにしまして、現地で常に相手国の政府とコンタクトを
取りながら、緩和が難しいかなりハードな交渉をしないとできないものもあるですが。例えば運用が相手国の
政府の担当官によって違うとか、手続きをもっと早くできないのかとか、相手国の政府とちゃんとやれば比較
的早く解決できるものもありますので、こういうリアルタイムで、現地で相手国政府とコンタクトをしながら、
相手国政府の輸入規制、手続きの改善を図っていくような、そんな取り組みも開始をしたところでございます。 

それ以外にもさまざまな取り組み、これから輸出拡大に向けてさらに強化をしてまいりたいと思いますので、
今日ご臨席の関係者の皆さまと今後ともさらに連携をして進めさせていただきたいと思いますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。どうもありがとうございました。 
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協議会総会 議事録 

【報告資料：井上宏司 食料産業局長】 
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協議会総会配布物 [受付配布･席置き配布]   
■受付配布物 

 
・識別証 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・胸章（赤：受賞者・白：登壇関係者、選考委員が着用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■席置き配布物 

【封入物一覧】 
 
・議事次第 
・資料１ 農林水産物等輸出促進全国協議会総会の構成員等 
・資料２ 平成28年度日本食普及功労者プロフィール 
・資料３ 過去の功労者表彰受賞者の現況紹介 
・資料４ 農林水産物・食品の輸出促進の取組み状況 
 
・参考資料１ 「農林水産業の輸出力強化戦略」パンフレット 
・参考資料２  国地域別イベントカレンダーパンフレット 

※上記を茶封筒に封入し、席置きにて出席者へ配布 
※欠席者へは後日郵送 

農林水産省 
農林水産省様（赤） 

ＭＥＭＢＥＲ 
会員（緑） 

都道府県・地方ブロック 
地方自治体・地方ブロック職員（青） 

関係者 
関係者（オレンジ） 

省庁関係者 
他省庁（ピンク） 

ＰＲＥＳＳ 
プレス（黄） 

ＳＴＡＦＦ 
運営スタッフ（黒） 

※所属毎に、以下識別分けを行い、受付にて該当パスをお渡し 

平成28年度 農林水産物等 
輸出促進全国協議会総会 

農林水産省 

所属・社名 

農林  太郎 

●識別証デザイン 

●受付設置風景 
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媒体掲載関連 
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No. 掲載日 媒体名 部数 タイトル ジャンル

1 2016.11.26 朝日新聞（東京） 4,256,333 首相動静　25日 全国紙

2 2016.11.26 朝日新聞（札幌） 140,026 首相動静　25日 全国紙地方版

3 2016.11.26 朝日新聞（名古屋） 409,815 首相動静　25日 全国紙地方版

4 2016.11.26 朝日新聞（大阪） 2,171,139 首相動静　25日 全国紙地方版

5 2016.11.26 朝日新聞（北九州） 650,236 首相動静　25日 全国紙地方版

6 2016.11.26 毎日新聞（東京） 1,333,116 首相日々　25日 全国紙

7 2016.11.26 毎日新聞（札幌） 54,325 首相日々　25日 全国紙地方版

8 2016.11.26 毎日新聞（名古屋） 150,205 首相日々　25日 全国紙地方版

9 2016.11.26 毎日新聞（大阪） 1,291,735 首相日々　25日 全国紙地方版

10 2016.11.26 毎日新聞（北九州） 573,448 首相日々　25日 全国紙地方版

11 2016.11.27 読売新聞（東京） 6,024,619 安倍首相の一日　25日 全国紙

12 2016.11.28 読売新聞（札幌） 236,364 安倍首相の一日　25日 全国紙地方版

13 2016.11.29 読売新聞（高岡） 104,436 安倍首相の一日　25日 全国紙地方版

14 2016.11.30 読売新聞（名古屋） 162,092 安倍首相の一日　25日 全国紙地方版

15 2016.12.01 読売新聞（大阪） 2,509,567 安倍首相の一日　25日 全国紙地方版

16 2016.12.02 読売新聞（福岡） 901,131 安倍首相の一日　25日 全国紙地方版

17 2016.12.03 日本経済新聞（東京） 1,633,596 首相官邸　25日 全国紙

18 2016.12.04 日本経済新聞（札幌） 50,718 首相官邸　25日 全国紙地方版

19 2016.12.05 日本経済新聞（名古屋） 202,224 首相官邸　25日 全国紙地方版

20 2016.12.06 日本経済新聞（大阪） 746,927 首相官邸　25日 全国紙地方版

21 2016.12.07 日本経済新聞（福岡） 184,069 首相官邸　25日 全国紙地方版

22 2016.12.08 産経新聞（東京） 712,675 安倍日誌　25日（金） 全国紙

23 2016.12.09 産経新聞（大阪） 894,145 安倍日誌　25日（金） 全国紙地方版

24 2016.12.10 東京新聞 534,672 首相の一日　（24日） 東京地方紙

25 2016.12.11 北海道新聞 1,123,028 動静　25日 地方紙

26 2016.12.12 十勝毎日新聞 87,900 農産物の輸出後押し　首相 地方紙

27 2016.12.13 東奥日報 248,578 動静　25日 地方紙

28 2016.12.14 岩手日報 208,471 首相動静 地方紙

29 2016.12.15 河北新報 443,789 日録　25日 地方紙

30 2016.12.16 秋田魁新報 240,502 首相の一日　25日 地方紙

31 2016.12.17 秋田魁新報 240,502 「TPPはチャンス」　首相、農産物輸出に意欲 地方紙

32 2016.12.18 山形新聞 203,921 安倍首相の動静　（25日） 地方紙

33 2016.12.19 福島民報 245,288 首相動静　25日 地方紙

34 2016.12.20 福島民友 184,888 首相動静　25日 地方紙

35 2016.12.21 上毛新聞 307,840 首相動静　（25日） 地方紙

36 2016.12.22 神奈川新聞 212,768 動向　25日 地方紙
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媒体掲載関連/新聞･雑誌 

No. 掲載日 媒体名 部数 タイトル ジャンル

37 2016.12.23 新潟日報 480,325 首相動静　25日 地方紙

38 2016.12.24 北陸中日新聞 98,108 首相の一日　25日 地方紙

39 2016.12.25 北國新聞 351,975 首相日誌　25日 地方紙

40 2016.12.26 福井新聞 207,409 首相動静　25日 地方紙

41 2016.12.27 日刊県民福井 40,220 首相の一日　25日 地方紙

42 2016.12.28 中日新聞 2,662,019 首相の一日　25日 地方紙

43 2016.12.29 山梨日日新聞 206,428 首相動静　（25日） 地方紙

44 2016.12.30 信濃毎日新聞 484,378 首相動静　25日 地方紙

45 2016.12.31 岐阜新聞 177,319 首相動静　25日 地方紙

46 2017.01.01 静岡新聞 673,348 首相の動静　25日 地方紙

47 2017.01.02 京都新聞 492,271 首相の一日　25日 地方紙

48 2017.01.03 神戸新聞 556,062 首相動静　25日 地方紙

49 2017.01.04 大阪日日新聞 7,717 首相動静　（25日） 地方紙

50 2017.01.05 中国新聞 644,754 首相の動静　25日 地方紙

51 2017.01.06 山陽新聞 427,612 首相の一日　25日 地方紙

52 2017.01.07 日本海新聞 169,475 首相動静　（25日） 地方紙

53 2017.01.08 山陰中央新報 180,992 首相動静　（25日） 地方紙

54 2017.01.09 山口新聞 88,120 安倍首相動静　（25日） 地方紙

55 2017.01.10 四国新聞 204,397 首相動静　25日 地方紙

56 2017.01.11 徳島新聞 245,831 首相の一日　25日 地方紙

57 2017.01.12 高知新聞 199,407 動静　25日 地方紙

58 2017.01.13 愛媛新聞 280,850 首相の一日　25日 地方紙

59 2017.01.14 西日本新聞 745,814 首相動静　25日 地方紙

60 2017.01.15 佐賀新聞 140,964 首相動静　25日 地方紙

61 2017.01.16 長崎新聞 183,071 首相動静　25日 地方紙

62 2017.01.17 熊本日日新聞 323,523 首相の動静　25日 地方紙

63 2017.01.18 宮崎日日新聞 214,963 首相動静　25日 地方紙

64 2017.01.19 南日本新聞 342,033 首相動静　（25日） 地方紙

65 2017.01.20 日本農業新聞 252,968 全国協総会　輸出1兆円目標着実に 農林・水産

66 2017.01.21 北日本新聞 240,836 安倍首相の一日　25日 地方紙

67 2017.01.22 富山新聞 351,975 首相日誌　25日 地方紙

68 2017.01.23 日刊水産経済新聞 58,000 首相「まだまだ売込める」　輸出全国協総会 曽氏らを功労者表彰 農林・水産

69 2017.01.24 日刊アグリ・リサーチ - 農水省が「農林水産物等輸出促進全国協議会総会」開催 農林・水産

70 2017.01.25 日刊アグリ・リサーチ - 農水省が農林水産物等輸出促進全国協議会開く 農林・水産

71 2017.01.26 日本食糧新聞 101,300 官民挙げ対応を　輸出協議会 総会で輸出拡大策 食品
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媒体掲載関連/WEB 

NO 日付 サイト名 見出し URL

1 2016/11/25 BIGLOBEニュース あいさつする安倍首相 http://news.biglobe.ne.jp/domestic/1125/jjp_161125_8101489758.html

2 2016/11/25 Yahoo! ニュース あいさつする安倍首相 http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20161125-00000073-jijp-pol.view-000

3 2016/11/25 時事ドットコム あいさつする安倍首相 http://www.jiji.com/jc/p?id=20161125195415-0022804733

4 2016/11/25 ＠nifty ニュース 安倍首相、農産物の輸出後押し https://news.nifty.com/article/domestic/government/12145-2016112500830/

5 2016/11/25 BIGLOBEニュース 安倍首相、農産物の輸出後押し http://news.biglobe.ne.jp/domestic/1125/jj_161125_1515132228.html

6 2016/11/25 Cubeニュース 安倍首相、農産物の輸出後押し http://news.cube-soft.jp/archive/154731.html

7 2016/11/25 goo ニュース 安倍首相、農産物の輸出後押し http://news.goo.ne.jp/article/jiji/politics/jiji-161125X843.html

8 2016/11/25 infoseekニュース 安倍首相、農産物の輸出後押し http://news.infoseek.co.jp/article/161125jijiX843/

9 2016/11/25 livedoor ニュース 安倍首相、農産物の輸出後押し http://news.livedoor.com/article/detail/12332834/

10 2016/11/25 mixi ニュース 安倍首相、農産物の輸出後押し http://news.mixi.jp/view_news.pl?id=4311908&media_id=4

11 2016/11/25 MY J:COM 安倍首相、農産物の輸出後押し http://news.myjcom.jp/politics/story/20161125X843.html

12 2016/11/25 NewsCafe 安倍首相、農産物の輸出後押し http://www.newscafe.ne.jp/article/2016/11/25/1968034.html

13 2016/11/25 TheNews 安倍首相、農産物の輸出後押し http://smph.thenews.ne.jp/detail/920658

14 2016/11/25 Yahoo! ニュース 安倍首相、農産物の輸出後押し http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20161125-00000157-jij-pol

15 2016/11/25 ニコニコニュース 安倍首相、農産物の輸出後押し http://news.nicovideo.jp/watch/nw2516878

16 2016/11/25 時事ドットコム 安倍首相、農産物の輸出後押し http://www.jiji.com/jc/article?k=2016112500830&g=pol

17 2016/11/25 JPubb
安倍総理は農林水産物等輸出促進全国協議会総会
（ＪＡＥＣＡＰ２０１６）に出席しました

http://www.jpubb.com/press/1238317/

18 2016/11/25 フーズチャネル
安倍総理は農林水産物等輸出促進全国協議会総会
（ＪＡＥＣＡＰ２０１６）に出席しました

https://www.foods-ch.com/news/press_321837/

19 2016/11/25 産経フォト 首相、農産物輸出に意欲　「ＴＰＰはチャンス」 http://www.sankei.com/photo/daily/news/161125/dly1611250020-n1.html

20 2016/11/25 Yahoo! ニュース 首相動静（11月25日） http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20161125-00000015-jij-pol

21 2016/11/25 goo ニュース 首相動静―１１月２５日 http://news.goo.ne.jp/article/asahi/politics/ASJCT628TJCTUTFK01R.html

22 2016/11/25 livedoor ニュース 首相動静―１１月２５日 http://news.livedoor.com/article/detail/12332870/

23 2016/11/25 mixi ニュース 首相動静―１１月２５日 http://news.mixi.jp/view_news.pl?id=4311794&media_id=168

24 2016/11/25 msnニュース 首相動静―１１月２５日
http://www.msn.com/ja-
jp/news/other/%e9%a6%96%e7%9b%b8%e5%8b%95%e9%9d%99%e2%80%95%
ef%bc%91%ef%bc%91%e6%9c%88%ef%bc%92%ef%bc%95%e6%97%a5/ar-AAkJs6x

25 2016/11/25 Yahoo! ニュース 首相動静―１１月２５日 http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20161125-00000078-asahi-pol

26 2016/11/25 朝日新聞デジタル 首相動静―１１月２５日 http://www.asahi.com/articles/ASJCT628TJCTUTFK01R.html

27 2016/11/25 Ceron
平成28年11月25日 農林水産物等輸出促進全国協議会総会（JAECAP2016）
 | 平成28年 | 総理の一日 | 総理大臣 | 首相官邸ホームページ

http://ceron.jp/url/www.kantei.go.jp/jp/97_abe/actions/201611/25jaecap.html

28 2016/11/26 産経ニュース 【安倍日誌】２５日（金） http://www.sankei.com/politics/news/161126/plt1611260039-n1.html

29 2016/11/26 東京新聞 １１月２５日（金） http://www.tokyo-np.co.jp/article/politics/shusho/CK2016112602000182.html

30 2016/11/26 日本経済新聞 25日の安倍首相の動静 http://www.nikkei.com/article/DGXLASFS25H2J_V21C16A1PP8000/?n_cid=TPRN0006

31 2016/11/26 時事ドットコム 首相動静（１１月２５日） http://www.jiji.com/jc/article?k=2016112500079&g=pol

32 2016/11/29 水産経済新聞 水産物売り込め輸出全国協総会、曽氏ら５氏に功労表彰

http://www.suikei.co.jp/%e6%b0%b4%e7%94%a3%e7%89%a9%e5%a3%b2%e
3%82%8a%e8%be%bc%e3%82%81%e8%bc%b8%e5%87%ba%e5%85%a8%e5%9b%
bd%e5%8d%94%e7%b7%8f%e4%bc%9a%e3%80%81%e6%9b%bd%e6%b0%
8f%e3%82%89%ef%bc%95%e6%b0%8f%e3%81%ab%e5%8a%9f/

33 2016/11/27 福島民放 県産品ＰＲ一層協力　日本食海外普及で大臣表彰　舟山精二郎さんに聞く http://www.minpo.jp/pub/topics/jishin2011/2016/11/post_14467.html
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